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⼩⾦井市⼦どもの権利に
関する条例

令和元年9月5日 ⼦ども家庭部児童⻘少年課

本日の内容

� ⼦どもの権利条例の役割
� 条例って何？
� 策定までの経過
� ⼦どもの権利条例の位置づけ

� ⼩⾦井市の条例の特徴
� 前文
� 第１章
� 第２章
� 第３章

� ⼦どもの権利条例の意義
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⼦どもの権利条例の役割
� 条例って何？
憲法第９４条
地⽅公共団体は、その財産を管理し、事務を処

理し、及び⾏政を執⾏する権能を有し、法律の範
囲内で条例を制定することができる

地⽅自治法第１４条
①普通地⽅公共団体は、法令に違反しない限りにお

いて、第⼆条第⼆項の事務に関し、条例を制定するこ
とができる。
②普通地⽅公共団体は、義務を課し、または権利を

制限するには、法令に特別の定めがある場合を除くほ
か、条例によらなければならない。

税⾦を賦課する・ごみの捨て⽅を決める
必ず条例でルール化する決まり

� 条例とは、
その地域（市や県）に住んでいる人みんな

が住みやすいように、市が決めたルール・
知ってほしいこと。

⼩⾦井市には217件の条例がある
（Ｈ31.4）

� （参考）施⾏規則・要綱とは、
条例で決めたことの補⾜。書式などの形式的なルールなど。

憲法【国】

法律【国】

条例【都・市】

⼦どもの権利条例の役割
� 策定の経過

� 国連「児童の権利に関する条約（通称：⼦どもの権利条約）」
1989年 国連総会にて全会一致で採択
1994年 日本政府批准（平成6年）
現在、196の締約国数

� 自治体による⼦どもの権利条例初設置（⼦どもの権利条約総合研究所調べ）
総合条例 2000年 神奈川県川崎市

施策推進の原則条例 1999年 大阪府箕面市

� ⼩⾦井市における条例制定経過
2001年「⼩⾦井市⻑期総合計画 第3次基本構想前期計画」
「⼦どもの権利に関する条約」の理念に基づく、⼦ども自⾝が⼗分に尊重される地域社会の土台作り

として⼦どもの権利条例制定の検討

2004年 ⼩⾦井市⼦どもの権利条例策定委員会設置
「（仮称）⼦どもの権利に関する条例策定」が諮問され、平成18年3月に市⻑へ答申

2009年3月制定



資料３

3

⼦どもの権利条例の役割
� ⼦どもの権利条例の位置づけ
⼦どもの権利条約
→世界各国全体（批准国）での約束

⼩⾦井市⼦どもの権利に関する条例
→⼩⾦井市に限定した約束

⼦どもの最善の利益を保障するために、
①⼦どもが権利の主体であること
②その権利の内容
③市や市⺠その他の人たちが
何をしたらよいのか

総合的に定めたもの
（理念総合条例）

� ⼦どもの権利条例は、
「すべての⼦どもが生き生きと健やか
に、安⼼して暮らせるまち⼩⾦井」
を目指しています。

【⼦どもの権利に関する条例】

⼩⾦井市の⼦どもに関する政策につい
ては、条例で定めた権利が保障される
ように展開されています。

基本構想 ⻑期基本計画

明日の教

育プラン

保健福祉

総合計画

のびゆくこども

プラン ⼩⾦井

⼩⾦井市の条例の特徴

�前文を⼦ども達の意⾒で作ったこと
「こども会議」（公募の⼩学生〜⾼校生世代の⼦ども２６人）の意⾒を聞きな

がら作成。
以下の⾔葉が大切なキーワード（＝⼦どもの願い）

�⼦供にわかりやすい表現でつくったこと
お役所⽤語や大人の⾔葉を使わない。⼩学校で使⽤する漢字のみ使⽤

ex) 保育・教育機関→育ち学ぶ施設 最善の利益→最もためになること

愛情 意思 環境
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⼩⾦井市の条例の特徴
�前文
⼦どもは、愛情をもって自分のことを考え、接してほしいと願っています。
⼦どもは、自分の意思を伝え、受け止められることを願っています。
⼦どもは、より良い環境で育ち育てられることを願っています。

このように、⼦どもは、愛情をもって育てられることで自分の意思を持ち、それを自
由に表現できる環境があることで、他者と共に生活していることに気付きます。そして、
他者と共に平和な暮らしを創り出すことが大切に思えるように成⻑することができます。
「愛情」「意思」「環境」は密接に関連し合いながら、おとなへと成⻑していく⼦ども
を支えているのです。

「愛情」「意思」「環境」が尊重され、安⼼して生き生きと暮らしていくために、そ
して「愛情」「意思」「環境」を願い求める⼦どもの権利が保障される社会にしていく
ために、ここに条例を制定します。

⼩⾦井市の条例の特徴
�第１章 総則

� 第１条 条例が目指すこと （目的）
� 第２条 この条例で使われることばの意味、内容
� 第３条 人権の尊重
� 第４条 みんなが果たさなければいけないこと
� 第５条 ⼦どもの権利の普及
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⼩⾦井市の条例の特徴
�第２章 ⼦どもにとって大切な権利

� 第６条 ⼦どもの大切な権利
� 第７条 安⼼して生きる権利
� 第８条 自分らしく生きる権利
� 第９条 ゆたかに育つ権利
� 第10条 意⾒を表明する権利
� 第11条 支援を受ける権利

条約での4つの柱
「生きる権利」
「守られる権利」
「育つ権利」
「参加する権利」

⼩⾦井市の条例の特徴
�第３章 家庭、育ち学ぶ施設および地域における

⼦どもの権利の保障
� 第12条 家庭での⼦どもの権利の保障
� 第13条 育ち学ぶ施設での⼦どもの権利の保障
� 第14条 地域での⼦どもの権利の保障

�第４章 ⼦どもにやさしいまちづくりの推進（第15条）

�第５章 ⼦どもの権利の侵害に関する相談と救済（第16条）
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⼦どもの権利条例の意義
� ⼦どもの権利に関する条例
すべての⼦どもが生き生きと健やかに、安⼼して暮
らせるまち⼩⾦井 を目指しています。

【⼦どもの権利に関する条例】

⼩⾦井市の⼦どもに関する政策については、条例で
定めた権利が保障されるように展開されています。

� ⼦どもにとって大
切なものが何かが
書いてある

� ⼦どもに関わる大
人が、何をしたら
よいか、ルールが
書いてある


